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任
期
満
了
に
伴
う
美
浦
村
長
選
挙

は
４
月
１８
日
告
示
さ
れ
、
中
島
栄
村

長
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
期
目
の
任
期
初
日
と
な
る
５
月

１５
日
、
中
島
村
長
は
役
場
本
庁
舎
の

玄
関
前
に
お
い
て
、
村
民
の
方
や
職

員
に
拍
手
と
花
束
で
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
期
の
主
要
施
策
に
は
「
村
民
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
子

育
て
環
境
の
充
実
や
高
齢
者
の
生
涯

学
習
へ
の
支
援
等
、「
教
育
環
境
の
整

備
」
と
し
て
統
合
小
学
校
の
建
設
、

美
浦
中
学
校
の
部
活
動
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
の
運
営
、
美
浦
の
文
化
を

誇
れ
る
活
動
の
支
援
等
、「
企
業
誘
致

と
農
業
の
魅
力
向
上
」
と
し
て
、
企

業
誘
致
に
向
け
た
村
独
自
の
優
遇
制

度
の
推
進
や
雇
用
促
進
等
、「
行
財
政

と
安
全
・
安
心
の
取
り
組
み
」
と
し

て
、
財
政
の
健
全
化
、
大
山
湖
畔
公

園
の
有
効
活
用
、
防
災
行
政
無
線
、

主
要
道
路
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
有
効
活

用
等
を
掲
げ
、
村
長
以
下
、
役
場
職

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
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防
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防
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カ
メ
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有
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用
等
を
掲
げ
、
村
長
以
下
、
役
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員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

こ
の
度
の
４
月
の
統
一
地
方
選
に
お
い
て
再
選
と
な
り
、
再
び
美

浦
村
長
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
村
政
を
担
っ
て
い
く
に
あ
た
り
、
改
め

て
村
民
の
皆
様
の
信
任
の
大
き
さ
、
職
責
の
重
さ
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
村
政
の
執
行
に
お
い
て
山
積
す
る
多
く
の
課
題
を
、

役
場
職
員
は
も
と
よ
り
、
村
議
会
議
員
各
位
の
広
い
見
識
の
も
と
、

村
民
の
皆
様
の
期
待
に
添
う
べ
く
誠
意
研
鑽
を
重
ね
、「
人
と
自
然
が

輝
く
ま
ち　

美
浦
」
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
、
美
浦
村
が
置
か
れ
た
社
会
的
環
境
を
見
ま
す
と
、
全
国
的
な

少
子
高
齢
化
と
と
も
に
、
人
口
減
少
が
進
み
、
地
方
が
抱
え
る
問
題

は
深
刻
で
あ
り
、
都
市
部
と
地
方
の
格
差
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
最

大
の
課
題
で
あ
る「
人
口
減
少
対
策
」で
は
、
人
口
流
出
を
防
ぎ
、
住

ん
で
み
た
い
と
い
う
人
を
増
や
す
た
め
、
移
住
支
援
、
定
住
促
進
、

婚
活
・
妊
娠
出
産
支
援
、
就
労
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

美
浦
村
で
は
統
合
小
学
校
の
建
設
を
控
え
て
お
り
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
集
い
共
に
学
び
、
大
き
く
羽
ば
た
い
て
い
け
る
よ

う
村
内
の
教
育
格
差
を
な
く
し
た
学
習
環
境
の
下
、
躍
動
的
な
教
育

活
動
の
推
進
を
責
任
も
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
・

出
産
期
か
ら
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、「
み

ほ
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
」
を
活
用
し
子
育
て
支
援
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
経
済
基
盤
の
拡
充
を
図
る

と
と
も
に
、
大
山
湖
畔
公
園
を
観
光
拠
点
と
し
て
、
新
た
な
美
浦
村

の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
、
観
光
需
要
を
増
や
す
と
と
も
に
、
戦
争

遺
構
と
し
て
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
平
和
を
学
べ
る
場
所
と
し
て

も
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
美
浦
村
に
興
味
を
持

つ
人
を
増
や
し
、
新
た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、
地
域
活
性
化
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
経
済
の
停
滞
な
ど
、
美
浦
村
は
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
難
局
を
切
り
拓
き
、
元
気
で
明

る
く
暮
ら
し
や
す
い
美
浦
村
の
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
残
す

た
め
に
、
村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

美
浦
村
長

中
島　

栄

中島村政五期目スタート中島村政五期目スタート


